
【化学基礎】 

〜ClassPad.net のファイルふせん・⼿描き機能を活⽤する〜 

原⼦の構造と同位体を理解する授業 
原⼦の構造を理解し、同位体とその利⽤について理解を深める。 

 

 

 

 

 

 

 

   

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ファイルふせんを活⽤して原⼦の
構造を提⽰しながら説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
引き続きファイルふせんを活⽤し
て原⼦の構造を提⽰する。 
また、原⼦と電⼦の⼤きさの⽐の
例えとして、「野球場（直径約
120m）と蟻（1mm）の対⽐」
「原⼦ 1 つとゴルフボール」
「ゴルフボールと地球」などの画
像をファイルふせんにして提⽰
し、視覚的なインパクトを与え
る。 

 

概要の説明 
中学理科で学んだ、陽⼦・中性⼦・電⼦
から原⼦は構成されるという構造につい
て簡単に復習する。 
そのうえで、この授業では、さらに原⼦
番号と質量数、同位体とその利⽤につい
て理解を深めていくことを伝える。 
 
 
 
 
原⼦に関する説明① 
step1 で提⽰した原⼦の構造を利⽤して、
原⼦核とは静電気的な引⼒で引き合って
いることに触れる。また、原⼦核の⼤き
さについても触れる。 
 
 

ClassPad.net での操作 授業の流れ 

【本授業の⽬的・狙い・到達⽬標】 
教師向けの⽬標：混乱しやすい元素、原⼦、原⼦番号、質量数、陽⼦・中性⼦・電⼦の数について

理解できるように指導する。放射性同位体の利⽤について計算⼒、グラフ作図や
同位体の表現⼒を⾝につけさせる。 

⽣徒向けの⽬標：演習を通して元素、原⼦、同位体にまつわる知識を整理して理解を深める。 
 
 【ClassPad.net 活⽤によるメリット】 
・板書時間削減：必要な情報はすべて、事前に作成しておいたテキストふせん・ファイルふせんを投影

するだけで済み、時短につながる。 

・課題の配布→回収→管理→添削→返却の効率化 

：演習を積むことで知識が整理され理解が深まる。効果的に演習を⾏うことができる。 
・⽣徒間の理解促進：学んだことを⾃分でデジタルノートにまとめることで、混乱しやすい知識が整理

でき、主体的に学習することができる。 
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原⼦に関する説明② 
陽⼦の数を原⼦番号、陽⼦の数と中性⼦
の数の和を質量数ということを説明す
る。また、以下の項⽬を提⽰する。 
・原⼦の陽⼦の数と電⼦の数は等しい。 
・陽⼦と中性⼦の質量はほぼ等しい。 
・陽⼦、中性⼦、電⼦の電荷と質量、質

量の⽐。 
 
 
 
 
原⼦に関する説明③ 
原⼦番号と質量の表し⽅を、ヘリウム原
⼦を例に解説する。 
原⼦番号や質量数から原⼦の構造がわか
ることを⽰す。 
 
 
 
 
 
 
問題演習① 
複数の元素の原⼦番号、質量数から陽⼦
の数、中性⼦の数、電⼦の数を求める課
題を配布する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
解説① 
問題の解説を⾏う。 
原⼦番号・質量数・陽⼦の数・中性⼦の
数・中性⼦の数への理解と計算⼒の定着
を図る。 
 
 
 
 
 
 
 
原⼦に関する説明④ 
同じ元素の原⼦で質量数が異なる原⼦を
互いに同位体（アイソトープ）というこ
と、互いに陽⼦の数と電⼦の数は等しい
が中性⼦の数が異なることを提⽰する。 
また、⽔素を例にファイルふせんに書き
込む形で説明する。 

 
各項⽬についての説明を Word や
PowerPoint などで作成しておき、フ
ァイルふせんにして提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
原⼦番号と質量の表し⽅を Word や
PowerPoint で⽰し、それをファイル
ふせんにして提⽰する。必要に応じ
て、⼿描き機能で書き込む形で説明
する。 
 
 
 
 
 
 
Word 等で事前に演習⽤のワークシー
トを作成しておき、ファイルふせん
にして、授業⽀援機能で⽣徒に配布
する。⽣徒には、ファイルふせん上
に⼿描き機能で書き込んで解くよう
促す。 
 
 
 
 
 
 
step5 で解かせた問題を、提出機能を
使って提出させ、正答率が低い問題
があれば丁寧に解説する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
同位体についての説明が記載された
テキストふせんを提⽰する。 
⽔素を例にした説明のための図は
PowerPoint 等で作成したものをファ
イルふせんにして提⽰し、そこに⼿
描き機能で書き込む形で説明する。 
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発展内容の説明 
放射線を出して別の原⼦に変わる同位体
を放射性同位体ということ、放射性同位
体の数が元の量の半分になるまでの時間
を半減期ということを提⽰する。 
その後、14Cを例に、⼤気中の 14Nが宇
宙空間から地球に降り注ぐ放射線（宇宙
線）と衝突してできること、⼤気中に⼀
定の割合で含まれることに触れる。その
ため光合成によって⼤気中と同じ割合で
植物は 14Cを含むようになること、死後
は 14Cの供給がなくなる⼀⽅で放射性同
位体の 14Cが放射線を放出しながら 14N
に変わっていくこと、この性質を利⽤し
て、⽣物の遺体中の 14Cの割合を⽐較す
ることで、死後の経過時間を推定するこ
とができることを説明する。 
 
 
演習問題② 
14Cの半減期は 5730年である。存在量が
0.5 のとき経過時間は 5730年、0.25 の
とき 11460年となる。では、経過時間が
17190年、22920年、28650年のとき、
存在量はいくつになるか。ワークシート
として⽳埋めの表を配り、書き込みをさ
せて完成させる。表をもとに 14Cの存在
量と経過時間のグラフを完成させる。 
 
 
解説② 
ワークシートを課題提出機能を⽤いて提
出させ、よくできている⽣徒のものを例
にとって解説する。 
 
 
 
 
 
 
参考・補⾜ 
半減期は物質によって異なることを、ヨ
ウ素を例に提⽰する。 
 
 
 
 
 
 
 
宿題 
ヨウ素の半減期の表を完成させる課題を
出す。 
ヨウ素の放射性同位体はどのように利⽤
されているか、調べ学習をさせる。 
 

 
同位体についての説明が記載された
テキストふせんを提⽰し、そこに⼿
描き機能で書き込む形で説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
Word や Excel等で事前に演習⽤のワ
ークシートを作成しておき、ファイ
ルふせんにして、授業⽀援機能で⽣
徒に配布する。⽣徒には、ファイル
ふせん上に⼿描き機能で書き込んで
グラフを完成させるよう促す。 
 
 
 
 
 
step9で書き込みをさせたワークシー
トのファイルふせんを課題として提
出させ、よくできている⽣徒のもの
を例にとって解説する。 
 
 
 
 
 
 
ヨウ素の半減期を図⽰したファイル
ふせんを提⽰しながら説明する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
step11 で解説に使⽤したファイルふ
せんを授業⽀援機能で⽣徒に配布
し、完成させるよう指⽰する。 
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